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第 10回 定例会 

令和６年 12月９日(月) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

大城 常良 1,直売所(ごさ

まるしぇ)の設

置は 

①９月議会でも提案した下地区に日用品や野菜が購入

できる店舗の誘致を要望したが、関係機関とも連携の上

で協議していくとの答弁でしたがその後の進捗状況を

伺います。 

②商業施設については令和 12 年度開設を目標にしてい

るが、構想から開設まで約６年を要すると思うが、事業

者の選定等、早期に工程表の作成に着手すべきと思うが

いかがですか。 

村長 

2, 子育て支援

の拡充を 

①認可外学童施設、にこにこ学童クラブは令和７年度５

年目を迎えるが、認可外のため運営が厳しく利用料が高

い状況にあり、保護者に負担が生じている。その上で次

年度、認可に向けての取り組みを伺います。 

②中小で運営しているひだまり学童クラブの移転につ

いて予定地、事業者は決定したのか。 

③幼・保・こども園連絡協議会より、10月 17日に現場

が抱える課題解決に向けた嘆願書が提供されたと思う

がその内容及び、改善に向けての取り組みを伺います。 

④待機児童については９月時点で 21 名の待機児童が発

生したが、原因は保育士不足によるものである。そこで

新年度、待機児童を解消するための取り組みを伺う。 

 

村長 

3,各小・中学校

のいじめ・不登

校の状況は 

全国では不登校の児童・生徒が 34 万人に達し、毎年

４万人増の報道がありました。そこで伺います。 

①本村の各学校において令和４年～６年 10 月時点まで

の不登校児童・生徒の人数及び学年別に多い学年を伺い

ます。 

②各学校の過去３年間のいじめの件数はどうか。 

③不登校の原因及び、改善に向けての取り組みを伺いま

す。 

教育長 

4,給食費の無

償化は 

①次年度より県の方針による中学生の給食費２分の１

補助が始まると思うが、現在の県の動向及び、村の小学

生も含めた村の取り組みを伺う。 

教育長 

 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月９日(月) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

小橋川 恵美 1, 小学校の

図書費につい

て 

義務教育において、質の高い図書を利用できるこ

とは、生徒の学習意欲と知識の向上に不可欠です。 

しかしながら、現状は小学校の図書購入費では必要

な図書を十分に揃えることが難しい状況と伺って

います。そこで学校図書購入費の増額を提案いたし

ます。見解を伺います。 

村長 

教育長 

2,部活地域移

行の進捗につ

いて 

３月の定例会で令和７年度より段階的に部活動

の地域移行を進めていく計画で今年度行われてい

る検討委員会の進捗状況と今後の課題を伺います。 

 

村長 

教育長 

3,募金自動販

売機の設置に

ついて 

現在、地域の福祉や環境保護、教育支援など資金

調達がますます重要になっています。そこで、村内

に募金自動販売機を設置することで、地域の皆様か

ら募金をより身近に集められるようにし、さまざま

な支援活動に役立てることを提案いたしますが見

解を伺います。 

村長 

4,福祉行政に

ついて 

社会福祉協議会への人件費補助金が、現行 9/10

であるが運営を支えるためにも 10/10 へ増額され

ることは不可欠だと考えます。増額により、社会福

祉協議会の職員が安定して働ける環境が整い、さら

に地域福祉サービスの質の向上が期待されますが

増額についての見解を伺います。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月９日(月) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 
質問の

相手 

新垣 博正 1,農福連

携につい

て 

(１)障がい者の方々が農業を通して社会参画を行う機会と

農業の担い手不足、新たな働き方改革を検討する旨を表明

されました。具体的進捗状況をお答え下さい。 

１)対象となる働き手である障がい者の人数、通年を通し

てなのか、繁忙期の一定の時期なのか、品目となる作物

等は何か具体的例をあげて説明して下さい。 

村長 

2,「平和

の日」制

定につい

て 

(１)次年度より制定される予定の「平和の日」は何月何日に

予定してますか。記念行事の詳細についてお答え下さい。 

(２)戦後 80年の節目でもあり、「中城の沖縄戦」を検証、見

つめなおす機会でもあり意義深いと考えます。 

１)沖縄戦当時の実相をより正確に検証する上からも、 

昭和 20年の「現在の中城村域」の人口調査を改めてする

べきと考えるが取り組む考えはないか伺います。 

２)糸満市摩文仁の「平和の礎」と本村の「平和の波」 

戦没者の刻銘人数についてお答え下さい。 

村長 

3,農業政

策につい

て 

(１)中城村の農家の平均年齢についてお答え下さい。 

(２)日本の食料自給率が約 37％、沖縄県が約 17％と言われ

ていますが、中城村の自給率をお答え下さい。 

(３)本村の農産物生産量について品目ごとにお答え下さい。 

(４)本村の農産物生産量は県内ランキングでどの位置に 

あるのか、主な品目でお答え下さい。 

(５)食料自給率を向上させる方策はあるのかお答え下さい。 

(６)耕作放棄地の現状についてお答え下さい。 

村長 

4，直売

所の設置

について 

(１)先の定例会で早期実現を目指す旨を表明しましたが、 

進捗状況をお答え下さい。 

(２)設置にかかる費用に公費を投入する考えがあるのか、 

それとも民間事業者主体の民設民営でいくのかお答え 

下さい。 

村長 

5,村民の

知る権利

の保障に

ついて 

(１)中城村情報公開条例の目的についてお答え下さい。 

(２)実施機関についてお答え下さい。 

(３)実施機関の責務についてお答え下さい。 

(４)公開請求の手続きについてお答え下さい。 

(５)公開請求から公開決定までに要する期間をお答え下さ

い。 

(６)公開請求しても期間内に決定通知が無い場合はどの様  

な対応になるのかお答え下さい。 

(７)対応を怠った場合は職員の服務規程に抵触すると考え 

るが所見を伺います。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月９日(月) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

石原 昌雄 1,南上原土

地区画整理

事業の進捗

は 

主な工事などが終わり換地処分の作業が進められ

ているが今後の予定を伺う。 

① 年度ごとの作業スケジュールは。 

② 記念誌の作成や記念碑の設置予定は。 

③ 町界町名変更の時期はいつか。手続きや地権者

負担等の説明会はあるか。 

村長 

2,待機児童

ゼロに向け

ての取り組

みは 

長年の目標ではあるが待機児童がゼロにならない

理由及び認可外学童の解消について伺う。 

① 待機児童になる主な原因は何か。対処できるか。 

② 保護者負担が大きい認可外学童の解消は出来る

か。課題は何か。 

村長 

3,公共料金

の負担軽減

は 

本村においては保育料や子供の医療費、通学バス賃

などの公共料金の免除や無料化を取り組んで村民の

負担軽減に繋げています。しかしながら、下水道料金

や水道料金などの公共料金が近隣市町村より高い、

県内でもトップクラスの状況に向かっています。 

住みよい中城、住み続けたい中城にするため  

どのような考えなのかを伺う。 

① 下水道料金は県内市町村で何番目の料金価格

か。 

② 水道料金は県内市町村で何番目の価格か。 

R７年度に改定した場合はどのようになるか。 

③ 国民健康保険税や介護保険料はどうか。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 10日(火) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 修 1,地元企業 

優先使用要請 

    

商工会を通じて、あるいは中城村建設協力会より、公共

工事における地元企業優先使用について議会側や行政側

にも要請をなされておりますが、指名審査における業者

選定で指名されることが最重要視だと私は認識を致しま

すが 

➀ 地元企業最優先使用に対してこれまでの入札指名工

事案件に関して要請の主旨内容を満たせるような地

元企業優先指名を行ってきたかどうか当局側の実績

総評と見解を伺う。 

➁ 中城村建設協力会より 平成 22 年から平成 27 年の

期間に村長及び議会議長宛に「村発注建設工事にお

ける村内業者優先指名」についての要請書が提出さ

れております。今現在においても要請内容の主旨の

３項目・１物件あたりの指名業社数・村内業社指名

８割・手持ち工事進捗の撤廃、に対して改善策の配

慮が図られない状況に関して、行政側の受け取り方

に疑義を感じます。  

なされていない理由と見解を伺います。 

村長 

2,適正な施工

価格の確保 

低入札価格

への対応 

令和５年老人福祉センター解体工事、令和６年幼稚園解

体工事において財源が単費予算という事で最低制限価格

を設定せず入札を行いその落札率が 45％・33%という低

価格入札の結果で契約されました。 

3 月定例議会の場において担当課長も最低価格設定を設

けなかった理由に「財源的に厳しい状況にあり低い予算

で行けたら良い」と述べ、低価格入札の抑制に副村長は

「事業の中で検討しなければならない部分で最低制限価

格を設けていく入札、予定価格でやっていく入札」その

辺りを検討していきたいと課題を残しております。 

今後同様に単費予算にて入札を行う場合の当局側の低入

札価格における契約課題の対応についての方向性を伺い

ます。 

村長 

3,河川・水路

管理と災害 

防止策の備え 

９日未明から線状降水帯が北部地区に発生し比地川の氾

濫で比地集落が未曾有の被害をうけ、更に農業や畜産業

にも甚大な被害をもたらした北部豪雨災害は県の初動対

応の遅れや、危機管理体制の不手際等で見直しが必須と

報道等でありました。 

気候変動が不安定でいつ発生してもおかしくない線状降

水帯が本村上空に発生した場合を、地域で起りうる予想

災害等の被害防止策の備えの為にも 

➀ 村の危機管理体制について地域との連絡体制・対応

機能は万全に整っているか伺います。 

➁ 河川管理・農業排水路管理・流末の断面決定・排水

流量の調査、体積障害調査等、維持管理はどの様に行

なっているか伺います。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 10日(火) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

屋良 照枝 1,農業委員へ

の研修旅費に

ついて 

農業委員に就任して一年余、定例会や研修会に参

加してきました。 

特に女性農業委員による研修には県内外問わず

参加しましたが、去年 11 月にありました全国会長

会へは会長に同行し旅費もありました。 

その後の女性農業委員による研修が県内で２回、県

外(九州佐賀県大会)と計３回自費で参加致しまし

た。この事実に基づいて伺います。 

① 女性農業委員の研修が開催されていることを

承知していますか。 

② 女性農業委員に中城村は研修旅費は捻出され

ていますか。 

③ 農業委員による研修に研修旅費は支給されて

いますか。 

村長 

2,指名競争 

入札について 

前年度の入札結果から伺います。 

① 入札参加資格は何を基準にしていますか。 

② 村内の入札参加資格のある業者の人数は把握

していますか。 

③ 村内業者がボランティアとして村内の清掃や

重機や車両、オペレーターとして参加協力してお

りますが承知していますか。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 10日(火) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

金城 章 1,道路行政 ① 宜野湾横断道路(東西道路)進捗状況と西原バイ

パス中城線の進捗は。 

② 久場前浜原線開通に向けて進捗はあったか。 

③ 奥間南上原線の進捗状況は。 

④ 村緩和区域の新設道路計画の考えは。 

⑤ 新設道路１キロを造るのに平地での工事予算は

いくらかかるか。 

村長 

2,新小・中学

校建設につ

いて 

① 新中学校建設の進捗状況はどうか。それに合わ

せ周辺地域の整備計画と工事計画はどうか。 

② 両小学校建設工事の進捗と施工変更はあった

か。この工事に参加の村内企業は何社で社名は。 

村長 

教育長 

3,観光協会

のあり方 

村観光協会の取り組み事業と職員数と予算(委託

費)はどうか。それと産業振興課との取り組みの違

いは。 

村長 

4,野菜販売

所と農業 

① ごさまるしぇ(野菜販売所)の計画と進捗をどう

考えているか。どこに設置の計画か。 

② 今後の農産物増と農業者育成についてどう考え

ているか。 

村長 

5,教育方針

について 

村は単費にて 15人学級の取り組みを行ったが、

子ども達への成果をどう考えているか。また、これ

に代わる村単独の教育方針の考えはあるのか。 

村長 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 10日(火) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

桃原 清 1,村道の維持

管理について 

① 村道若南線に雑草やススキが茂り通行に支障を

きたす場所がある。歩道はススキに覆われ全く通

れず、車輌も１台ずつしか通れない。早急に対策

をとって頂きたいが、対応出来るか伺います。 

② 村道若南線で、山側から流れ出た雨水が、道路

の反対側の畑に流れ込んでいる場所がある。降雨

時には、歩道は大変滑りやすくなっており、危険

である。また、農作物の被害もあり、地主から「側

溝の蓋をグレーチングに変えて下さい。」との要望

が出ております。また、そこのすぐ近くに山から

染み出る水の為に年中漏れた状態の歩道があり滑

りやすい。急ぎ対応して頂けるか、伺います。 

③ 村道坂田線と県道 35 号線の交差点において、

奥間方面から来た車輌が、坂田線に左折する場合、

特に雨降りの時等、滑りやすく危険であり早急に

対応して頂けるか伺います。 

村長 

2,交番設置

の件 

① 村長は、以前から南上原への交番設置について

進めておられますが、その件に関し現在の状況に

ついて伺います。 

村長 

3,農福連携に

ついて 

① 村長は、農福連携について色々な考えをお持ち

の様で議員時代に一般質問も行っていらっしゃい

ます。 

  さて、立場が変わった現在、農福連携について

どの様に考えているのか伺います。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 11日(水) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

玉那覇 登 1,和宇慶土地

改良区画内の

河川管理につ

いて 

津覇前原 664番地から海に至る溝は、草が生え茂

って大雨の度に、排水が悪く周辺の菊畑まで冠水し

ていて生産に支障をきたしている状態である。早め

に対応を伺います。 

村長 

2,道路管理に

ついて 

① 国道 329号線の添石から伊舎堂バス停付近は草

が生い茂って歩行できない状態である。除草はで

きないか伺う。 

② 県道 29 号線登又交差点から野嵩に行く歩道は

草が生い茂って歩行できない状態である。除草は

できないか伺う。 

村長 

3,通学路の交

通安全につい

て 

津覇小学校生の通学時に危険箇所があるが飛び

出し注意などの看板設置などできないか伺う。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 11日（水） 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 善功 1,自主防災

組織に向け

ての講座開

催について 

現在本村では、21自治会中８自治会が自主防災組

織を結成し、結成率は 38.09％で基本的には 100％

でなければならないのに、いまだに 38.09％とは結

成に向けた取り組みが弱く、自主防災組織の重要性

を認識してないのではないか。 

東日本大震災から 13 年も経過しているのに、他

の自治体においては 100％達成している自治体もあ

る中で本村は行政の取り組みが弱いのではないか。

その原因は自治会任せにしているのではないかと

疑いざるを得ない。そこで未結成の自治会の自治会

長及び役員を対象に防災講座を開催し、防災意識の

高揚を図ると共に、自主防災組織結成を推進すべき

ではないかと考えますが、村長の説明を求めます。 

村長 

2,自治会加

入促進事業

について 

 自治会活動の活性化を目的に自治会加入促進事

業を実施してきていますがその結果について村長

の説明を求めます。 

① 現在の村全体の加入率 

② 各自治会の加入率 

③ 加入促進期間の各自治会別の加入戸数 

④ 目標達成率は 

村長 

3,議会基本

条例の熟知

と順守につ

いて 

本村議会は、平成 30 年８月 28 日に制定し 10 月

１日から施行していますが、村三役初め各課長は条

例を熟読したことはあるか。 

これまで重要及び新規の政策、施策、計画、事業等

についてはあらかじめ議会、または議員の意見を聴

くように努めなければならないと規定されている

が、これまでは全く無視されてきた。 

 今後は議会基本条例を順守していく考えはある

か、村長の説明を求めます。 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 11日(水) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

新垣 貞則 1,久場地区の

環境整備 

① 久場民生委員から要請の児童第１公園(遊具・バ

ックネット)、第２公園(遊具等)の危険箇所等の整

備について伺います。 

② 吉の浦発電所の排水路の課題解決に向けて「県・

中城村・沖縄電力」３者間の取組について。 

③ 特定外来生物に指定されている植物ツルヒヨド

リ草が久場にもそれらしき草がありますが、中城

村の現状説明と対策は。 

④ 戦後上陸碑周辺の海岸は木や雑草が大きくなっ

て景観を悪化しているので、村民から綺麗にして

ほしいと要請があるが対策は。 

村長 

教育長 

2,一般質問を

通して地域活

性化を図る 

① 登又の南伸道路は、登又区民の生活道路として 

利用されているが、道路の凹凸等があり、今後の

道路整備の取組は。 

② 「当間～泊まで」潮垣線周辺農道は、デコボコ

して、雨が降ったら水が溜まり農家が困っている

が、農道舗装工事計画は。久場区の農道を舗装整

備する取り組みについて伺います。 

③ 地域座談会を開催して「地域における十分な話

し合い」を行い、地域計画(案)を作成するが、終

了後、中城村農業地域計画の目指す方向性につい

て伺います。 

④中城中の部活動の生徒たちをトップアスリート

に育成する為に、トップアスリート基金を設置し

て地域活性化を図る考えはないですか。 

村長 

教育長 

3,吉の浦公園

の施設整備 

① ごさまる陸上競技場は、小学校・中学校・大人

が陸上練習しているが、海側のテニスコート側が

暗い状況ですが対策は。 

② 吉の浦公園護岸の現状説明と村民の健康づくり

を図る為に護岸整備の取り組みは。 

③ 吉の浦公園ウォーキングコースを村民の健康づ

くりを図る為に全天候型にする考えはないか伺い

ます。 

教育長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 



第 10回 定例会 

令和６年 12月 11日(水) 

 

質問者 質問事項 質問の内容 質問の相手 

仲松 正敏 1,農業振興に

ついて 

 中城村の島ニンジンは、特産品野菜として県内に

広く出荷されています。 

 12月 12日は「島にんじんの日」として制定され、

県内一の生産量を誇る産地でもあります。 

 オキコ株式会社で行っている(ヤミー！ウチナ

ー)地域応援プロジェクトにおいて、中城村特産品

の島にんじんとコラボし、いろいろな種類のパンを

期間限定にて販売をしており、毎年どんなコラボ商

品が誕生するが期待しています。そのようなことで

本村の島にんじんの普及推進を願って以下の質問

をします。 

① 本村の特産品である島にんじんの現状は。 

② 島にんじん生産者農家への支援取り組みをど

のように考えているか。 

村長 

2,伝統文化の

継承発展につ

いて 

 中城村の伝統芸能の環境を取り巻く変化を考え

ると、村内各地域にある伝統芸能の継承が近年でき

にくい環境になってきていると思われます。地域住

民にとって文化的にも重要な地域祭りで伝統芸能

が無くなるということは、一つの地域の大切な文化

的な財産を失うことになり、地域活性化の推進にも

大きな影響を及ぼすと考えます。行政として、重要

な地域の文化芸能の継承活動に支援できないか、以

下の質問をします。 

① 村内の各地域にはどのような伝統芸能がある

か。 

② 村内各地域にある伝統芸能の支援に取り組む

考えはないか。 

 

村長 

（注）１ 質問の要旨は、具体的に記載すること。 

２ 質問の相手は、村長、行政委員会の長又は、監査委員とする。 


